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ゼ
ミ
と
い
え
ば
一
橋
、
一
橋
と
い

え
ば
ゼ
ミ
ー
。

‐一
橋
大
学
は
、
戦
前
か
ら
い
ち
早

く
ゼ
ミ
制
度
を
取
り
入
れ
、
ゼ
ミ
中

心
の
小
人
数
教
育
を
看
板
に
し
て
き

た
。
卒
業
生
も
「
ｌ
学
部
出
身
」

と
い
う
よ
り
、
「
ｌ
ゼ
ミ
出
身
」

と
名
乗
る
こ
と
が
多
い
。
ゼ
ミ
は
必

修
科
目
。
私
立
大
学
の
よ
う
に
〃
ゼ

ミ
な
し
っ
子
″が
大
量
発
生
し
な
い

何
と
も
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
る
。

例
え
ば
、
経
済
学
部
は
定
員
約
三

百
人
に
対
し
て
四
十
に
及
ぶ
ゼ
ミ
が

ひ
し
め
く
。

三
、
四
年
生
ペ
ア

討
論
で
卒
論
を

い
し石

弘
光
ゼ
ミ
（
財
政
学
）
を
訪
ね

た
。
石
教
授
は
、
政
府
税
制
調
査
会

の
委
員
な
ど
政
府
各
種
審
議
会
委
員

を
務
め
マ
ス
コ
ミ
で
も
お
馴
染
み
。

石
ゼ
ミ
は
、
看
板
学
部
の
経
済
学
部

で
も
名
門
中
の
名
門
と
い
わ
れ
る
。

ｂ
エ
ニ
生
 
合
一

三
年
生
の
発
表
に
鋭
い
視
線
を
飛
ば
す
石
教
授

■

、
 
■
、

》

。
Ｐ
茅

論
よ
り
証
拠
。
四
年
生
十
一
人

（
二
人
は
留
学
、
一
人
は
大
学
院
進

学
）
の
内
定
先
を
並
べ
る
と
ｌ
日

本
銀
行
、
日
本
興
業
銀
行
、
日
本
輸

出
入
銀
行
、
三
井
物
産
、
東
京
海

上
、
日
本
生
命
、
そ
れ
に
大
蔵
省
が

二
人
と
文
字
通
り
超
一
流
揃
い
。

Ｏ
Ｂ
名
簿
を
見
る
と
や
は
り
、
一

流
企
業
が
ズ
ラ
リ
だ
が
、
特
徴
は
、

日
本
興
業
銀
行
が
目
立
つ
こ
と
だ
。

卒
業
生
二
百
十
六
人
中
、
何
と
三
十

二
人
を
占
め
、
一
学
年
三
人
も
入
行

し
た
年
が
あ
る
。
海
外
勤
務
、
留
学

も
圧
倒
的
に
目
立
つ
。

「
ゼ
ミ
で
一
番
力
を
入
れ
て
指
導

し
て
い
る
の
峰
 
卒
論
で
す
。
卒
論

は
永
久
に
図
書
館
に
残
り
ま
す
し
、

学
生
時
代
の
唯
一
の
生
産
物
で
す
か

ら
」石

教
授
が
言
う
通
り
、
三
年
生
の

七
月
に
は
卒
論
の
テ
ー
マ
を
決
め
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
ゼ
ミ
の
時
間
で

は
、
三
年
生
の
四
月
か
ら
原
書
を
読

み
始
め
る
が
、
そ
の
後
、
わ
ず
か
三

か
月
間
で
テ
ー
マ
を
探
す
わ
け
だ
。

そ
し
て
、
夏
休
み
前
に
、
教
授
は
そ

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
原
書
を
直
接
、

各
学
生
に
与
え
て
い
く
。

「
訳
本
の
出
て
い
な
い
原
書
を
選

び
学
生
に
渡
す
ん
で
す
が
、
こ
れ

は
、
僕
の
先
生
だ
っ
た
木
村
元
一
教

授
の
ゼ
ミ
か
ら
、
連
綿
と
受
け
継
が
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凸
、
己

癖
錘
嬢
癖
癖
》
癖
殿
殿
》
癖
控
一
や

「
ゼ
ミ
の
一
橋
」
の
伝
統

を
引
き
継
ぐ
一
橋
大
学

で
は
四
代
目
に
当
た
る
が
霊
こ
の
へ

ん
が
「
ゼ
ミ
の
一
橋
」
と
い
わ
れ
る

ゆ
え
ん
だ
ろ
う
。

夏
休
み
明
け
に
は
、
そ
の
原
書
を

も
と
に
三
年
生
が
順
次
、
発
表
を
行

っ
て
い
く
。
一
回
の
レ
ジ
ュ
メ
が
ワ

ー
プ
ロ
打
ち
で
三
十
’五
十
坪
の
大

作
。
こ
れ
が
卒
論
の
土
台
に
な
る
。

そ
の
際
、
三
年
生
と
四
年
生
が
ペ

ア
を
つ
く
り
、
三
年
生
の
発
表
に
対

し
て
、
四
年
生
が
「
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
」
と
し
て
、
評
価
、
助
言
を
与
え

る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

「
企
業
の
投
資
資
金
の
調
達
方
法

は
三
つ
あ
る
け
ど
分
か
る
？
」

「
そ
の
数
式
の
８
の
意
味
は
？
」

ｌ
こ
ん
な
質
問
が
四
年
生
か
ら

次
々
、
飛
ん
で
く
る
。
教
授
は
、
要

所
要
所
で
口
を
は
さ
む
だ
け
だ
。

「
は
た
か
ら
見
れ
ば
、
原
書
を
読

む
の
は
キ
ッ
い
し
、
上
級
生
の
質
問

は
厳
し
く
映
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
色
々
な
人
の
意
見
を
聞
く
こ
と

で
卒
論
が
修
正
さ
れ
て
い
き
ま
す
か

ら
、
結
構
、
楽
し
い
で
す
よ
」

と
い
う
の
は
四
年
生
の
ゼ
ミ
幹
・

石
川
淳
史
君
。

Ｏ
Ｂ
全
員
の
顔
と

名
前
は
一
致
す
る

ゼ
ミ
員
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
の

が
、
夏
と
冬
の
合
宿
。

「
夏
は
登
山
、
冬
は
ス
キ
ー
と
決

ま
っ
て
い
ま
し
て
、
今
年
の
夏
は
妙

高
に
登
り
、
露
天
風
呂
に
入
っ
て
き

ま
し
た
」

と
前
出
の
石
川
君
は
言
う
。

「
僕
の
ゼ
ミ
は
、
登
山
と
ス
キ
ー

が
〃
必
修
科
目
“で
す
。
僕
よ
り
う

ま
か
っ
た
ら
、
（
ゼ
ミ
に
）
採
用
し

ま
す
よ
」

と
教
授
は
笑
う
。

こ
ん
な
名
門
ゼ
ミ
だ
か
ら
、
さ
ぞ

か
し
志
望
者
が
殺
到
す
る
？

「
い
や
い
や
。
十
人
の
定
員
の
と

こ
ろ
、
志
望
者
は
十
四
、
五
人
ぐ
ら

い
で
す
。
偏
差
値
世
代
に
な
っ
て
、

ゼ
ミ
選
び
も
自
己
調
整
し
て
し
ま
う

よ
う
で
す
。
ど
う
も
大
胆
さ
に
欠
け

て
い
る
よ
う
で
す
ね
」

昭
和
四
十
四
年
卒
業
の
第
一
回
生

以
来
、
定
員
は
十
人
で
、
多
く
て
も

十
三
人
。
Ｏ
Ｂ
も
二
百
人
ち
ょ
っ
と
。

「
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
指
導
を
す
る

た
め
に
は
十
人
が
限
度
。
来
年
は
八

人
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
ぐ
ら
い

で
す
。
そ
の
代
わ
り
、
Ｏ
Ｂ
全
員
の

顔
と
名
前
は
一
致
し
て
ま
す
し
、
就

職
先
、
出
身
高
校
、
卒
論
の
テ
ー
マ

ま
で
覚
え
て
い
ま
す
よ
。

就
職
に
関
し
て
は
、
僕
は
無
力
な

ん
で
す
。
せ
い
ぜ
い
、
興
銀
と
三
菱

商
事
、
両
方
受
か
っ
た
ん
で
す
が
、

ど
う
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
よ
う
な
相

談
に
乗
る
ぐ
ら
い
。
な
か
に
は
、
僕

に
な
ん
か
、
全
然
世
話
に
な
っ
て
い

な
い
と
思
っ
て
、
卒
業
ま
で
報
告
に

来
な
い
者
も
い
る
」

華
麗
な
る
就
職
成
果
は
、
連
綿
と

続
く
〃
ゼ
ミ
の
威
力
〃
な
の
で
あ
ろ
う
。

国
立
キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
く
学
生
に
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夏
合
宿
、
妙
高
山
頂
で
。
中
央
、

上
半
身
裸
で
頑
張
る
の
が
石
教
授

声
を
掛
け
る
と
、
‐石
ゼ
ミ
の
学
生
た

ち
が
、
ゼ
ミ
の
始
ま
る
前
に
、
「
ご

み
拾
い
」
を
し
て
い
る
姿
を
目
撃
し

た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

「
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
ま
り
に
よ
ご

れ
て
い
る
か
ら
」

石
教
授
は
苦
笑
す
る
。
エ
リ
ー
ト

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
な
っ
て
か
ら
も
、

そ
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い

も
の
だ
。

巳
一
旬
一
 
咄
奉
 
ご
Ｄ
』
、
‐《
，
 
、

画

「
専
門
の
政
治
学
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
ゼ
ミ
で
は
あ
ら
ゆ
る
社
会
問
題

を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
各
自
が

切
実
に
追
究
し
た
い
テ
ー
マ
を
見
付

け
、
そ
れ
に
つ
い
て
み
ん
な
で
議
論

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
切
り
口
を
探

し
、
そ
れ
を
卒
論
に
連
ね
て
行
く
の

で
す
。
だ
か
ら
、
卒
論
は
国
際
問
題

あ
り
、
政
治
思
想
史
あ
り
、
環
境
問

題
も
あ
る
。
『
日
米
貿
易
摩
擦
の
な

か
の
競
馬
馬
の
自
由
化
」
な
ど
と
い

う
変
わ
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
」

と
加
藤
教
授
。
全
共
闘
世
代
で
、

東
大
法
学
部
時
代
は
、
学
生
運
動
の

闘
士
と
し
て
知
ら
れ

「
今
で
も
〃
自
称
左
翼
″で
す
。

た
だ
 
自
分
の
考
え
を
率
直
に
学
生

に
ぶ
つ
け
る
だ
け
で
、
全
く
強
要
は

し
ま
せ
ん
」
。

大
学
卒
業
後
は
、
出
版
社
に
就

豊
富
な
テ
ー
マ
か
ら
卒
論
へ
展
開

一
橋
大
学
は
東
京
商
科
大
学
の
伝

統
か
ら
か
、
就
職
に
非
常
に
有
利
な

大
学
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠

を
示
す
た
め
、
東
大
、
一
橋
、
早
慶

の
就
職
者
数
と
比
べ
て
み
た
。

商
社
、
銀
行
、
損
保
、
生
保
、
メ

ー
カ
ー
な
ど
「
超
難
関
企
業
」
と
さ

れ
る
五
十
社
を
本
誌
が
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
、
今
年
の
就
職
者
を
ハ
ジ
き
出

し
た
。
そ
の
結
果
は
、
東
大
八
百
四

十
人
、
一
橋
四
百
七
十
人
、
早
稲
田

千
八
百
人
、
慶
応
千
六
百
人
。

就
職
者
の
概
数
が
東
大
二
千
人
、

一
橋
九
百
三
十
人
、
早
稲
田
七
千

五
百
人
、
慶
応
四
千
四
百
人
だ
か

ら
、
一
橋
の
健
闘
ぶ
り
が
う
か
が

え
よ
う
。

あ
る
大
手
商
社
・
人
事
担
当
者
に

よ
る
と「

早
慶
に
比
べ
、
学
生
数
が
桁
違

い
に
少
な
い
う
え
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
が

入
社
し
て
い
る
の
が
有
利
な
原
因
」

と
い
う
が
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
に
は

そ
う
多
く
就
職
し
て
い
な
い
。

社
会
学
部
の
加
藤
哲
郎
ゼ
ミ
（
政

治
学
）
は
、
マ
ス
コ
ミ
に
多
く
就
職

者
を
出
す
と
し
て
、
同
学
部
の
な
か

で
も
、
最
も
人
気
が
高
い
ゼ
ミ
と
い

う
。
例
年
、
競
争
率
は
三
倍
を
超

す
。マ

ス
コ
ミ
関
係
に
就
職
し
た
あ
る

Ｏ
Ｂ
は
こ
う
打
ち
明
け
る
。

「
政
治
学
が
専
門
と
い
っ
て
も
、

う
ち
の
ゼ
ミ
は
、
か
な
り
幅
広
い
分

野
の
研
究
を
し
ま
す
。
先
生
自
身
、

『
新
聞
記
者
に
な
り
た
か
っ
た
」
と

も
ら
し
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
せ
い

か
、
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
チ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
も
多
い
ん
で

す
。
ち
な
み
に
私
た
ち
の
年
は
、

『
ダ
ブ
ル
選
挙
の
得
票
分
析
と
、
自

民
党
の
日
本
的
政
治
手
法
」
が
テ
ー

マ
で
、
や
は
り
マ
ス
コ
ミ
志
望
者
が

集
ま
り
ま
し
た
ね
。
例
年
、
半
数
近

く
が
マ
ス
コ
ミ
志
望
者
で
、
結
果
的

に
三
人
前
後
が
実
際
に
就
職
し
て
い

き
ま
す
」

加
藤
ゼ
ミ
陸
 
第
一
回
生
が
昭
和

五
十
五
年
卒
業
で
、
比
較
的
若
い
ゼ

ミ
。
Ｏ
Ｂ
は
百
三
十
人
と
ま
だ
少
な

い
が
、
そ
の
う
ち
マ
ス
コ
ミ
に
は
二

十
六
人
が
就
職
し
て
い
る
。
そ
の
数

は
金
融
関
係
に
就
職
し
た
者
を
し
の

ぎ
、
一
橋
の
中
で
は
異
色
ゼ
ミ
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
マ
ス
コ
ミ
就
職
者
の

内
訳
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
日
経
新
聞
各
五

人
、
朝
日
新
聞
三
人
、
共
同
通
信
、

時
事
通
信
各
二
人
、
読
売
新
聞
、
関

西
テ
レ
ビ
・
・
・
・
。

ゼ
ミ
室
を
覗
く
と
、
熱
心
な
議
論

の
真
っ
最
中
だ
っ
た
。

テ
ー
マ
は
少
子
化
社
会
、
エ
イ
ズ

問
題
、
家
族
問
題
、
大
衆
論
、
団
塊

の
世
代
論
・
…
と
次
か
ら
次
に
発
展

し
て
い
き
、
い
か
に
も
社
会
学
部
の

ゼ
ミ
ら
し
い
・

「
核
家
族
化
し
て
、
家
族
が
崩
壊

し
て
い
く
と
い
う
論
議
が
あ
る
が
、

一
方
で
「
冬
彦
さ
ん
」
の
よ
う
な
緊

密
な
人
間
関
係
が
生
じ
た
と
も
い
え

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
、

な
ど
と
い
う
〃
今
日
的
″質
問
が

飛
ぶ
か
と
思
え
ば
、
ト
マ
ス
・
モ

ア
、
ロ
パ
ー
ト
・
オ
ー
エ
ン
、
マ
ッ

ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
ヘ
ー
ゲ
ル
な

ど
と
い
う
思
想
家
の
話
題
に
も
飛
ぶ
。

Ｑ
Ｌ
司
 
垂
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職
、
そ
の
後
、
大
学
院
を
経
ず
、
一

橋
大
へ
赴
任
。
教
授
の
経
歴
も
一
風

変
わ
っ
て
い
る
。

一
一
一
者
に
分
か
れ
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

三
年
生
の
前
期
は
、
共
通
の
テ
ー

マ
で
議
論
を
行
う
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
「
日
米
関
係
」
。
一
回
ご
と
に
占

領
政
策
、
安
保
、
社
会
労
働
、
軍
事

外
交
、
文
化
教
育
…
・
と
い
う
具
合

に
テ
ー
マ
を
絞
り
、
突
っ
込
ん
だ
議

論
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

そ
の
際
、
工
夫
さ
れ
て
い
る
の

は
、
各
回
と
も
、
日
本
側
、
ア
メ
リ

カ
側
、
そ
し
て
中
立
派
の
三
人
が
一

チ
ー
ム
を
つ
く
り
発
表
し
て
い
く
点
。

「
三
者
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

▲
議
論
白
熱
す
る
加
藤
哲
郎
ゼ
ミ

し
て
い
く
ほ
う
が
論
点
、
問
題
点
が

浮
き
彫
り
に
で
き
る
」
（
加
藤
教
授
）

と
い
う
が
、
当
番
以
外
の
学
生
も

活
発
に
意
見
を
戦
わ
せ
た
と
い
う
。

夏
合
宿
は
、
千
葉
県
白
子
町
で
実

施
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
現
地
調
査

会
が
行
わ
れ
た
。

「
『
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
政
治
学
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
ポ
ス
ト
バ
プ
ル

の
リ
ゾ
ー
ト
計
画
の
実
態
調
査
を
し

ま
し
た
。
手
分
け
を
し
て
、
町
役

場
、
現
地
の
不
動
産
業
者
、
地
元
新

聞
社
な
ど
を
取
材
し
、
リ
ポ
ー
ト
に

ま
と
め
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
が
は
じ
け

て
、
リ
ゾ
ー
ト
計
画
が
進
行
し
な
い

と
い
う
状
況
の
中
、
県
、
町
、
町
民

の
三
者
の
間
に
対
立
が
生
じ
て
い
る

こ
と
が
取
材
を
通
し
て
わ
か
り
ま
し

た
。
新
聞
な
ど
で
読
ん
で
い
た
現
場

を
実
際
に
歩
く
こ
と
が
で
き
、
有
意

義
で
し
た
」

と
三
年
生
の
ゼ
ミ
幹
・
今
村
史
子

さ
ん
は
振
り
返
る
。
こ
の
あ
た
り
も

マ
ス
コ
ミ
志
望
者
に
は
有
益
だ
ろ

声
つ
Ｏ三

年
生
の
秋
か
ら
は
、
各
自
が
テ

ー
マ
を
探
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
自
由

討
論
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
テ
ー
マ
は

四
年
生
に
引
き
継
が
れ
、
卒
論
に
発

展
す
る
。

秋
季
ゼ
ミ
で
は
、
神
戸
大
、
東
京

外
大
、
大
阪
市
大
と
の
「
対
抗
デ
ィ

ベ
ー
ト
大
会
」
が
恒
例
。

亨
ス
コ
ミ
ヘ
の
就
職
指
導
は
特

に
し
て
ま
せ
ん
が
、
ゼ
ミ
活
動
で
い

ろ
い
ろ
な
も
の
の
見
方
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
結
果
、
就
職
者
が
多
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

加
藤
教
授
の
弁
で
あ
る
。（

下
田
 
陽
）

り
治

刊
〉
送
料
税
共
一
、
○
○
○
円

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

〈
和
同
ド
ク
タ
ー
ズ
 
グ
ル
１
プ
編

一
、
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最新治療情報
じめな､徹底した
一夕の発表です。

13万3千人の治療実績’
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